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京
みやこ

・ く ら し の 安 心 安 全 情 報 第５７号 

（平成 2３年８月） 

 京都市文化市民局市民生活部消費生活総合センター    

 

１ 平成２２年度消費生活相談について 

１ 平日の消費生活相談状況  

平成２２年度の消費生活総合センターにおける消費生活相談件数は７，３４０件で，前年度と比べ 

８．４％の減少となりましたが，減少の要因の１つとして，不当・架空請求の減少を挙げることができ

ます。不当・架空請求は平成１５年度から１６年度まで急増しましたが，関係行政機関の連携による取

組等により平成１７年度に激減しています。その後，いったん増加に転じたものの，平成２０年度に続

き，平成２２年度に大幅に減少したものです。 

相談状況における年齢別内訳を見ると，６０歳以上の相談件数は全体の３１．１％を占め，とりわけ

７０歳以上の相談件数は過去５年で最も多く，高齢化の進展の状況を反映しています。 

商品・役務別内訳を見ると，「預貯金・証券等」の相談について大幅な増加傾向が認められますが，「預

貯金・証券等」は高齢者を中心に相談が増加しており，単純な振り込め詐欺から，未公開株購入の勧誘

等，新たな手口による詐欺的商法への移行が懸念されます。 

     ■消費生活相談の年度別総件数の推移 
 

 
 
 

 

 

                   

 

 

■相談者（契約当事者）の年代別相談件数及び構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 

年度 
不当・架空
請求以外 

不当・ 
架空請求 

合計 

１３年度 6,739 919 7,658

１４年度 8,066 1,704 9,770

１５年度 7,074 4,982 12,056

１６年度 7,980 5,714 13,694

１７年度 6,193 1,619 7,812

１８年度 5,774 2,178 7,952

１９年度 6,038 1,654 7,692

２０年度 6,543 1,258 7,801

２１年度 6,775 1,241 8,016

２２年度 6,601 739 7,340

不当･架空請求以外 

不当･架空請求 

 20歳未満 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70歳以上 不明 合計 

 297 1,348 1,388 1,051 1,070 892 1,125 781 7,952

１８年度 3.7% 17.0% 17.5% 13.2% 13.5% 11.2% 14.1% 9.8% 100%

 247 1,234 1,362 1,136 1,017 878 953 865 7,692

１９年度 3.2% 16.0% 17.7% 14.8% 13.2% 11.4% 12.4% 11.3% 100%

 172 950 1,173 1,035 1,007 965 1,016 1,483 7,801

２０年度 2.2% 12.2% 15.0% 13.3% 12.9% 12.4% 13.0% 19.0% 100%

 

２１年度 

186 896 1,196 1,142 996 1,197 1,181 1,222 8,016

2.3% 11.2% 14.9% 14.3% 12.4% 14.9% 14.7% 15.3% 100%

 

２２年度 

207 807 1,078 1,102 840 1,036 1,248 1,022 7,340

2.8% 11.0% 14.7% 15.0% 11.5% 14.1% 17.0% 13.9% 100%
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  ２ 消費生活土日祝日電話相談の状況 

本市では，平成１７年度から京都府と合同で，土・日曜日の消費生活相談を実施してきましたが，平成

２２年度からは祝日にも拡大して実施しています。 

相談件数は１，３０２件で，前年度に比べ３６．６％の増加となっており，祝日の実施拡充分にとどま

らず，土・日曜日共に大幅に増加していることがうかがえます。 

相談状況における年齢別内訳を見ると，３０歳代から５０歳代の占める割合が６５．８％

となっており，平日に相談しにくい年齢層の需要に一定程度応えることができているものと考えられます。 

■土日祝日別の相談件数 

 

 

 

■相談者（契約当事者）の年代別相談件数及び構成比 

 

 

 

 

 

 

■商品・役務別相談内訳（相談件数上位の内容） 

 

 

 

 

 

 

■商品・役務別相談内訳（相談件数上位の内容） 

順位 商品・役務の内容 
件数 

主な内容 
２２年度 ２１年度

1 放送・コンテンツ等 898 907 アダルト情報サービス，出会い系サイト等

2 フリーローン・サラ金 801 861 多重債務等 

3 賃貸住宅 519 582 敷金返還，更新料等 

4 商品一般 279 645
メール・葉書による架空請求等を含む，商
品やサービスの内容が不明なもの 

5 書籍・印刷物 199 187 新聞販売，同窓会名簿，紳士録等

6 預貯金・証券等 195 118 預貯金，株式・証券取引，未公開株等

7 インターネット通信サービス 159 104 インターネット回線契約等 

8 自動車 114 107 自動車・バイク購入等 

9 移動通信サービス 114 114 携帯電話サービス等 

10 音響・映像製品 110 83 テレビ・レコーダーの購入等 

 22 年度 21 年度 

件数 日数 平均（件／日） 件数 日数 平均（件／日） 

土曜日 661 51 13.0 574 51 11.3 

日曜日 509 51 10.0 379 51 7.4 

祝日 132 14 9.4 － － － 

計 1,302 116 11.2 953 102 9.3 

 
京都市内 

京 都 府 内
（京都市以外）

他府県 計 構成比 

20 歳未満 29 15 1 45 3.5% 

20 歳代 162 61 8 231 17.7% 

30 歳代 211 82 6 299 23.0% 

40 歳代 219 88 14 321 24.7% 

50 歳代 168 62 7 237 18.2% 

60 歳以上 129 35 4 168 12.9% 

不明 1 － － 1 0.0% 

計 919 343 40 1,302 100% 

順位 商品・役務の内容 
件数 

主な内容 
22 年度 21 年度

1 放送・コンテンツ等 356 222 アダルト情報サービス，出会い系サイト等 

2 賃貸住宅等 73 50 敷金返還，更新料等 

3 フリーローン・サラ金 58 50 多重債務等 

4 商品一般 43 48
メール・葉書による架空請求等を含む，商品やサ
ービスの内容が不明なもの 

5 書籍・印刷物 35 14 新聞販売，同窓会名簿，紳士録等 
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２ ユニバーサルデザインについて考えてみましょう！ 

   

                                         
                                                     

             
 
 
 

ユニバーサルデザイン，まだまだなじみのない考え方かもしれません。しかし，これからの暮ら

しや社会の中で是非とも定着させたいものです。 

ユニバーサルデザインは「全ての人のためのデザイン」と言い換えることができます。それは，

年齢，性別，言語，能力など，人の様々な特性や違いを超えて，最初から誰もが利用しやすいよう

に，まちづくりやものづくり，情報やサービスの提供を行っていこうとする考え方のことです。こ

の考え方はアメリカの建築家・工業デザイナーのロン・メイス氏が提唱したものとされており，①

誰でも公平に利用できる，②使ううえでの自由度が高い，③使い方が簡単ですぐに分かる，④必要

な情報がすぐ分かる，⑤うっかりミスや危険につながらないデザイン，⑥無理な姿勢を取ることな

く，少ない力で楽に使用できる，⑦アクセスしやすい（近付きやすい）スペースと大きさを確保す

る，という７原則がうたわれています。 

ユニバーサルデザインに比べてバリアフリーという言葉はよく知られているかもしれません。ど

ちらも，誰もが快適に安全に暮らせるようにという点では同じですが，比べてみると少し問題の捉

え方が違うことが分かります。 

バリアフリーは，お年寄りや障害のある方にとって障壁（バリア）になっているものを取り除こ

うという考え方です。これに対してユニバーサルデザインは，初めから誰にとってもバリアが生じ

ないようにしようというものです。いずれにしても，暮らしの中のあらゆる分野でユニバーサルデ

ザインの考え方が広がることが期待されていると言わねばなりません。 

このようなことから，消費者啓発事業の中でも，ユニバーサルデザインの考え方を広めていくこ

とが課題になってくるものと思われます。 

今年の２月，私たちは，京都市からの依頼により，消費者のための啓発講座「消費者のためのユ

ニバーサルデザイン」を企画，実施しました。講座の内容としては「ユニバーサルデザイン」の簡

単な解説の後，具体的事例として，①使いやすいパッケージ，分かりやすい表示（花王株式会社），

②お年寄りにも安全に使える製品（大阪ガス株式会社 

），③みんなが来やすいお店づくりとサービス（京都 

生活協同組合）について報告が行われました。ユニバ 

ーサルデザインの元祖というべきものでしょうが，シ 

ャンプー容器にキザキザを付けることによってリンス 

容器と見分けやすいようにしたという報告や，ガスコ 

ンロのデザイン改良のために試作品を何度も作りなが 

ら工夫を重ねたという報告，店舗のハード面の改善と 

併せて誰もが利用しやすいようにと接客面で努力を重 

今号と次号の２回にわたり，「消費者にとってのユニバーサルデザイン

とは」をテーマに，ＮＰＯ法人コンシューマーズ京都理事長の原
はら

 強
つよし

さ

んにお話をお伺いします。 

 今号のテーマは「人にやさしい商品・サービスを選ぼう」です。 
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３ 第５回消費者教育教材資料表彰「優秀賞」を受賞しました！

ねているという報告，それぞれに耳を傾けながら，私自身，もっと早くからこのテーマで消費者啓

発に取り組むとともに，多くの企業との対話を重ねるべきであったと思ったものでした。 

より良い製品を選ぶ，より良い企業を選ぶ，ここにこそ消費者が市場を変え，創り出していく力

があるのですから。 

次回は，「チェックしてみよう，くらしの中のユニバーサルデザイン」について，お話します。 

      
 

 

行政が作成している教材資料の中から，教育現場に役立つ優秀な 

ものを表彰し，行政や教育現場における消費者教育の充実・発展に 

寄与することを目的に，財団法人消費者教育支援センター※が実施 

している消費者教育教材資料表彰において，この度，当センターが 

制作したショートムービー，「kyoto city movie 烏丸御池発☆ミヤ 

コの悪質商法物語～若者を狙う甘いワナ～」が，優秀賞に選ばれま 

した。  

このショートムービーは，大学生の出演協力により消費者被害の 
実態が学べる消費者啓発用として制作し，平成２１年１０月１５日 
からインターネットで配信しています。 

 
「ミヤコの悪質商法物語」は，こちらから御覧いただけます。 

http://113.42.218.61/kyoto-shohisha/  

※財団法人消費者教育支援センター 

      平成２年２月，当時の経済企画庁と文部省の共管法人として設立され，

教育関係者，消費者団体，企業，行政の４者の協力により，消費者啓発を

総合的かつ効果的に推進することを目的として活動しています。 

 

 

 

    
 

 

消費生活に関する困りごとがあれば気軽に御相談ください。 

京都市消費生活総合センター   ☎２５６－０８００（消費生活相談専用） 
                   ☎２５６－３１６０

さ い む ゼ ロ

（多重債務相談専用） 
相談受付時間 月～金（祝休日除く。）午前９時～午後５時 

京都市中京区烏丸御池東南角  アーバネックス御池ビル西館４階                        

http://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/soshiki/6-2-4-0-0_1.html 
＊ 年末年始を除く土・日・祝日の緊急時の消費生活に関する相談については， 
    土日祝日電話相談  ☎☎０７５－２５７－９００２ 午前１０時～午後４時 

   

 

平成２３年８月発行 京都市文化市民局市民生活部消費生活総合センター 

京都市印刷物 第２３４３６０号 

【編集後記】 ７月１７日朝，なでしこジャパンのワールドカップ優勝のニュースは，日本中を歓喜の渦に包
みました。どのような境遇の下でも粘り強く努力を続けてこられた選手たちの姿は，東日本大震災以来沈んで
いた多くの人々の心に希望と勇気を与えてくれました。 
震災により不自由な生活を強いられている被災者の方々が，一日も早く元の生活を送ることができるよう，

祈念するとともに，粘り強く支援を続けていくことの大切さを改めて感じました。 


